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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月8日(2008.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
目的タンパク質を供給流から分離する方法であって、
（ａ）精密濾過装置により前記供給流を濾過して、精密濾過保持液および精密濾過透過液
を作成し；
（ｂ）前記目的タンパク質の分子量より小さい分子量カットオフ値をもつ第一タンジェン
シャルフローフィルトレーション装置により前記精密濾過透過液を濾過して、前記目的タ
ンパク質ならびに他のタンパク質を含有する第一タンジェンシャルフローフィルトレーシ
ョン保持液、および前記供給流中に最初に含まれている塩および糖を含む第一タンジェン
シャルフローフィルトレーション透過液を作成し；
（ｃ）前記精密濾過透過液のイオン強度より実質的に小さいイオン強度を有するダイアフ
ィルトレーション緩衝液を用いて、前記第一タンジェンシャルフローフィルトレーション
保持液をダイアフィルトレーションにかけ、それによって前記目的タンパク質の分子サイ
ズを選択的に増大させ；さらに
（ｄ）前記目的タンパク質の分子量よりも大きい分子量カットオフ値により特徴付けられ
る膜を有する少なくとも１つの濾過膜を含む第二タンジェンシャルフローフィルトレーシ
ョン装置により、前記工程（ｃ）において作成されたダイアフィルトレーションを受けた
第一タンジェンシャルフローフィルトレーション保持液を濾過して、前記工程（ｃ）にお
いて作成されたダイアフィルトレーションを受けた第一タンジェンシャルフローフィルト
レーション保持液中の前記目的タンパク質の純度よりも高い純度で前記目的タンパク質を
含む第二タンジェンシャルフローフィルトレーション保持生成物を作成する；工程を含み
、前記関心タンパク質が１～１０００ｋＤａの分子量を有することを特徴とする方法。
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